　　学生海外研究報告書の書き方（大学院生用）

１．学生海外研究報告書は、MSWord（文字の大きさは１２ポイント）で作成し、

「表紙」（学生海外研究報告書）に指導責任者の署名・捺印を受けたものを1部、国際交流センターに提出する。

また、データをメールに添付して国際交流センター int-exc@ofc.showa-u.ac.jp へ送信する。

2． ページの項目は以下のとおりとする。

（1） 「表紙」（学生海外研究報告書）

①　提出年月日

②　教室名、指導責任者名、指導責任者印

③　氏名・（ふりがな）・研究科名

④　渡航期間
⑤　学会の名称・開催地

（2） 「レポート内容」

①　氏名・研究科名

　　②　研究発表報告
　　　・研究課題、発表テーマ

　　　・今回の学会発表によって得られた成果及び問題点

　　　・今後の研究目標及び課題

・レポート本文1500字以上、プレゼンテーションなどの写真を添付すること

3． 　提出期限は海外渡航期間終了後２週間以内とし、国際交流センターに　　提出する。

	学　長
	研究科長
	センター長

	
	
	


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　年　　月　　日

昭　和　大　学　長　殿

学　生　海　外　研　究　報　告　書
教　室　名　　　　　　　　　　　　　　　　　

指導責任者名　　　　　　　　　　　　　　　印

下記の者　海外渡航期間が終了しましたので　ご報告致します。

記

	

	氏 名:　　　　　　　　　　　　（ふりがな:　　　　　　　　　）
研究科名:

	渡航期間


	自　　　　　　　   年　　  月　　  日

至　　　　　　　   年　　  月　　  日

	

	


 氏名・研究科名

【研究報告】

	◆ 研究課題、発表テーマ
◆ 今回の学会発表によって得られた成果及び問題点
◆ 今後の研究目標及び課題
（写真は例です。削除してご自身の写真を添付してください。）
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氏　名(ふりがな)


研究科名





学会の名称


開 催 地








